
参加者の年齢層による、捕獲対象の違い
小学校団体のほとんどは、3年生。「虫とりイベント」のほとんどは、幼児から低学年児童を含む家族での参加。
参考情報の「マニアックな中学生」は、人と自然の博物館主催セミナー「ユース昆虫研究室 2008」でのあ
いな里山公園での結果。これは標本製作と展示を目標としているため、採集動機をやや異にする。

いくつかの公園で秋期（9月・10 月）に実施した調査で捕獲されたバッタ類の種構成
深田公園は小学校団体、他は虫とりイベント（昆虫大捜査線）における結果。深田公園は複数年、複数回
の合算。ほかは各 1回（１日）。尼崎の森中央緑地、播磨中央公園は、公園内の別の場所を拠点として開催。
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自由に虫とりをする子どもの集団は、独自の特性を備え
た一種のトラップ装置と見なすことができる。これによる
調査を「チルドレン法」という。
この方法は、一般的なトラップと異なり、特殊な機器や
試薬を要しない、設置や回収が不要、個体を殺傷しないと
いった、多くの長所を有する。
2010 年から 2018 年にかけ、「チルドレン法」による調査
を各地で実施し、捕獲特性や効力についての情報を収集し
た。幼児と小学生では捕獲対象が大きく異なり、捕獲特性
は参加者層に依存することが判明した。本方法によって多
量の個体が得られるバッタ類に関して、地域間比較、経時
的変化の追跡を試みたところ、有意義な結果が得られた。
身近に生息するものの定量的な
調査が困難であったバッタ類を、
自然環境の指標生物として扱う
ことに道を開くものであると考
えられる。

自然・環境再生研究部　コミュニケーション・デザイン研究グループ 八木 剛

「チルドレン法」による昆虫相調査
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↓

A1 サイズ（841×594, 拡大縮小なし）にて出力して裏打ちしたのち、
四隅のトリムマークで裁断して A2パネル（594×420）としてください。！ ！


